
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置において、電子式ラジアル走査

における画像の劣化を防止することである。

【解決手段】図２（ｂ）は、超音波ビーム走査のビーム

方位の切り替えの様子を示す図である。超音波ビームは

、円形であるラジアル走査の全範囲２１０の中心２１４

を仮想的な中心として放射状に走査される。ラジアル走

査の全範囲は、その中心２１４を原点として例えば一周

を１００等分して各ビーム方位が指定される。各フレー

ムごとのラジアル走査面を形成する超音波ビーム走査は

、ラジアル走査の全範囲２１０を分割した一方角度範囲

２２０及び他方角度範囲２２２ごとに交互にビーム方位

を指定しながら、一方角度範囲２２０においては一方回

転方向に超音波ビーム走査を実行し、他方角度範囲２２

２においては他方回転方向に超音波ビーム走査を実行し

て行われる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 と 、
前 記 超 音 波 ビ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 を 制 御 す る 手 段 で あ っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各
ビ ー ム 方 位 で 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 、 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す
る 制 御 部 と 、
を 含 み 、
前 記 制 御 部 は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分 割 し た 一 方 角 度 範 囲 及
び 他 方 角 度 範 囲 ご と に 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 し な が ら 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 に お い て は 一
方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ 、 前 記 他 方 角 度 範 囲 に お い て は 他 方 回 転 方 向 に
超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 一 方 角 度 範 囲 の 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 と 前 記 他 方 角 度 範 囲 の 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 と が 隣
接 し 、 か つ 前 記 一 方 角 度 範 囲 の 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 と 前 記 他 方 角 度 範 囲 の 走 査 終 了 ビ ー ム
方 位 と が 隣 接 し 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 と 前 記 他 方 角 度 範 囲 と の 間 の 境 界 で あ る 走 査 開 始 境 界
及 び 走 査 終 了 境 界 と で そ れ ぞ れ 超 音 波 ビ ー ム の 時 相 が 揃 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 す る 場 合 に 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 と 前 記 他 方 角 度 範 囲 ご と に ｎ
個 ず つ ビ ー ム 方 位 が 指 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 ｎ は １ で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 の 方 位 を 可 変 に 設 定 す る 境 界 設 定 手 段 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 の 方 位 を ユ ー ザ の 設 定 に よ り 設 定 す る 境 界 設 定 手 段 を
含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 と 、
通 常 走 査 モ ー ド と 交 互 走 査 モ ー ド と の 選 択 を 行 う 選 択 手 段 と 、
前 記 選 択 さ れ た 走 査 モ ー ド に 従 っ て 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 を 制 御 す る 手 段 で
あ っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各 ビ ー ム 方 位 で 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 、
各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す る 制 御 部 と 、
を 含 み 、
前 記 制 御 部 は 、
前 記 通 常 走 査 モ ー ド で は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 一 方 向 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 し な が ら 超 音 波
ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ 、
前 記 交 互 走 査 モ ー ド で は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分 割 し た 一 方
角 度 範 囲 及 び 他 方 角 度 範 囲 ご と に 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 し な が ら 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 に
お い て は 一 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ 、 前 記 他 方 角 度 範 囲 に お い て は 他 方
回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 範 囲 に 応 じ て 、 通 常 走 査 モ ー ド と 交 互 走 査 モ ー ド と
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の 選 択 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 選 択 手 段 は 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 範 囲 が ３ ６ ０ 度 で あ る と き に 前 記 交 互 走 査 モ ー ド を 選 択
す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 選 択 手 段 は 、 ユ ー ザ の 選 択 に よ り 選 択 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 を 有 す る 体 腔 内 挿
入 型 超 音 波 探 触 子 と 、
前 記 超 音 波 ビ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 を 制 御 す る 手 段 で あ っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各
ビ ー ム 方 位 で 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 、 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す
る 制 御 部 と 、
を 含 み 、
前 記 制 御 部 は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分 割 し た 一 方 角 度 範 囲 及
び 他 方 角 度 範 囲 ご と に 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 し な が ら 、 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 を 有 す る 体 腔 内 挿
入 型 超 音 波 探 触 子 と 、
前 記 超 音 波 ビ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 を 制 御 す る 手 段 で あ っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各
ビ ー ム 方 位 で 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 、 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す
る 制 御 部 と 、
を 含 み 、
前 記 制 御 部 は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分 割 し た 一 方 角 度 範 囲 及
び 他 方 角 度 範 囲 に つ い て 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 に お い て は 一 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査
を 実 行 さ せ 、 前 記 他 方 角 度 範 囲 に お い て は 他 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 係 り 、 特 に 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 体 腔 内 等 の 細 い 管 状 の 臓 器 内 よ り そ の 周 辺 の 断 層 像 を 超 音 波 エ コ ー に よ っ て 得 て
、 超 音 波 診 断 を 行 う 場 合 に 、 例 え ば 円 筒 状 の ケ ー ス に 収 め た 超 音 波 プ ロ ー ブ を 体 腔 内 等 に
挿 入 し 、 超 音 波 ビ ー ム を ラ ジ ア ル 走 査 す る こ と が 行 わ れ る 。 ラ ジ ア ル 走 査 に は 、 機 械 的 に
超 音 波 振 動 子 を 円 筒 内 で 回 転 さ せ て 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 の 他 に 、
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 型 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る 円 形 の ア レ
イ 振 動 子 を 用 い 、 各 振 動 素 子 が 放 射 状 に 超 音 波 ビ ー ム を 送 受 信 し て 電 子 走 査 を 行 う よ う に
構 成 さ れ る 。 円 形 の ア レ イ 振 動 子 の 例 と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 帯 板 状 の 電 気 ひ
ず み 振 動 子 の 一 面 に 可 撓 性 の 薄 板 を 接 着 し 、 電 気 ひ ず み 振 動 子 の 面 に あ っ て 薄 板 を 接 着 し
て い な い 面 に 溝 を 形 成 し 、 こ れ に よ り 分 割 形 成 さ れ た 超 音 波 振 動 子 に よ る 多 数 個 の 平 面 配
列 の 振 動 子 群 を 形 成 し 、 こ の 薄 板 を 所 定 の 円 筒 に 巻 い て そ の 両 端 部 を 接 着 し た 円 形 の ア レ
イ 振 動 子 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 に お い て 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 得 る に は 、 円 形 の ア レ イ 振 動
子 を 構 成 す る 各 振 動 素 子 か ら 放 射 状 に 超 音 波 ビ ー ム を 送 受 信 し 、 そ の 超 音 波 ビ ー ム の 方 位
を 順 次 切 り 替 え て ３ ６ ０ ° 全 周 方 向 に 走 査 す る 。 こ の 超 音 波 ビ ー ム の 方 位 の 切 り 替 え は 、
一 方 向 、 例 え ば 時 計 回 り に 順 次 方 位 を 切 り 替 え る こ と が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ２ ７ ７ １ ０ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う に 従 来 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 に お い て は 一 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム の 方 位 を 切 り 替 え る
た め に 、 最 初 の 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 か ら 順 次 ビ ー ム 方 位 を 切 り 替 え 、 ３ ６ ０ ° 一 周 走 査 し
て 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 に 隣 接 す る 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 に 至 る ま で に 、 あ る 程 度 の 時 間 を 要
す る 。 こ の ３ ６ ０ ° 一 周 走 査 す る に 要 す る 時 間 内 に 、 対 象 組 織 が 運 動 す る と 、 走 査 開 始 ビ
ー ム 方 位 と 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 と の 間 の つ な ぎ 目 に お い て 、 画 像 の ず れ が 生 ず る こ と が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ の 様 子 を 図 ４ に 示 す 。 図 に お い て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 ２ １ ０ は 円 形 で 示 さ れ る 。 （
ａ ） は 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 ２ １ ０ 内 に あ る 生 体 組 織 の 運 動 を 模 式 的 に 示 す 図 で 、 ３ ６
０ ° 一 周 の ラ ジ ア ル 走 査 の 間 に 、 最 初 の 位 置 ２ １ ２ ａ か ら 最 後 の 位 置 ２ １ ２ ｂ ま で 移 動 し
た こ と を 示 す 。 （ ｂ ） は 、 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム 方 位 の 順 次 切 り 替 え の 様 子 を 示 す 図 で あ
る 。 超 音 波 ビ ー ム は 、 円 形 で あ る ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 ２ １ ０ の 中 心 ２ １ ４ を 仮 想 的 な 中
心 と し て 放 射 状 に 走 査 さ れ る 。 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 は 、 そ の 中 心 ２ １ ４ を 原 点 と し て 例
え ば 一 周 を １ ０ ０ 等 分 し て ３ ． ６ ° ご と に 各 ビ ー ム 方 位 が 指 定 さ れ る 。 図 に お い て 、 走 査
開 始 ビ ー ム 方 位 １ か ら 時 計 回 り に 進 み な が ら 、 各 ビ ー ム 方 位 が 順 次 切 り 替 え ら れ る 。 そ し
て 、 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 １ ０ ０ で 一 周 の 走 査 が 終 わ る 。 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 １ と 、 走 査 終
了 ビ ー ム 方 位 １ ０ ０ と は 、 境 界 ２ １ ６ に お い て 隣 接 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ｃ ） は 、 こ の よ う に 一 方 向 に ビ ー ム 方 位 を 順 次 切 り 替 え て ３ ６ ０ ° 一 周 走 査 し た と き の
、 生 体 組 織 か ら の エ コ ー 信 号 を 処 理 し て 得 ら れ る 画 像 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 図 に 示 す
よ う に 、 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 １ 寄 り の 画 像 ２ １ ８ ａ は 、 （ ａ ） の 最 初 の 位 置 ２ １ ２ ａ に お
け る 生 体 組 織 か ら の エ コ ー 信 号 に 基 づ き 、 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 １ ０ ０ 寄 り の 画 像 ２ １ ８ ｂ
は 、 （ ｂ ） に お け る 最 後 の 位 置 ２ １ ２ ｂ に お け る 生 体 組 織 か ら の エ コ ー 信 号 に 基 づ く 。 し
た が っ て 、 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 １ と 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 １ ０ ０ と の 間 の 境 界 ２ １ ６ に お い
て 、 生 体 組 織 が 切 れ 目 の よ う に 見 え る 画 像 の 劣 化 が 生 ず る 。 特 に 、 静 止 画 像 の と き に こ の
画 像 の 劣 化 が 目 立 っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に 、 従 来 技 術 に お い て は 、 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 の 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 と 走 査 終 了
ビ ー ム 方 位 と の 境 界 に お い て 画 像 の 不 連 続 に よ る 劣 化 が 生 ず る こ と が あ っ た 。 特 に 、 ３ ６
０ ° 一 周 走 査 に お け る ビ ー ム 方 位 の 分 割 数 を 増 加 さ せ て よ り 精 細 な 画 像 を 得 よ う と す る と
、 ３ ６ ０ ° 一 周 走 査 に 要 す る 時 間 が 長 く な り 、 画 像 の 不 連 続 が よ り 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 か か る 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 に お け る 画 像 の 劣 化 を 防
止 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成
す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 と 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 を 制 御 す
る 手 段 で あ っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各 ビ ー ム 方 位 で 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と
に よ り 、 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す る 制 御 部 と 、 を 含 み 、 前 記 制 御 部 は 、 各 フ
レ ー ム ご と に 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分 割 し た 一 方 角 度 範 囲 及 び 他 方 角 度 範 囲 ご と
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に 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 し な が ら 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 に お い て は 一 方 回 転 方 向 に 超 音 波
ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ 、 前 記 他 方 角 度 範 囲 に お い て は 他 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を
実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 構 成 に よ り 、 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 は 、 超 音 波 ビ ー ム 走 査 が 一 方 回 転 方 向 に 順
次 実 行 さ れ て 構 成 さ れ る の で は な く 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分 割 し 、 一 方 角 度 範 囲 及 び
他 方 角 度 方 位 ご と に ビ ー ム 方 位 の 指 定 が 交 互 に 行 わ れ 、 一 方 角 度 範 囲 で は 一 方 回 転 方 向 、
他 方 角 度 範 囲 で は 他 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 が 実 行 さ れ る 。 し た が っ て 、 超 音 波 ビ
ー ム の 方 位 を 一 方 向 に 順 次 切 り 替 え て １ フ レ ー ム 分 走 査 を 行 っ た と き の よ う な 、 走 査 終 了
ビ ー ム 方 位 が 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 の 隣 接 位 置 に 戻 る 、 と い う こ と が 起 こ ら ず 、 画 像 の 切 れ
目 に よ る 画 像 の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 の 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 と 前 記 他
方 角 度 範 囲 の 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 と が 隣 接 し 、 か つ 前 記 一 方 角 度 範 囲 の 走 査 終 了 ビ ー ム 方
位 と 前 記 他 方 角 度 範 囲 の 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 と が 隣 接 し 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 と 前 記 他 方 角
度 範 囲 と の 間 の 境 界 で あ る 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 と で そ れ ぞ れ 超 音 波 ビ ー ム の 時
相 が 揃 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。 し た が っ て 、 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 に お け る
画 像 の 切 れ 目 を 防 止 し 、 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 に お け る 画 像 の 劣 化 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 す る 場 合 に 、
前 記 一 方 角 度 範 囲 と 前 記 他 方 角 度 範 囲 ご と に ｎ 個 ず つ ビ ー ム 方 位 が 指 定 さ れ る こ と が 好 ま
し い 。 よ り 好 ま し く は 、 前 記 ｎ は １ で あ る こ と が よ い 。 ｎ を 小 さ く す る ほ ど 、 隣 接 す る ビ
ー ム 方 位 間 の 時 相 の 差 を よ り 小 さ く す る こ と が で き 、 生 体 組 織 の 運 動 に よ る 画 像 の 不 連 続
性 を 少 な く し 、 画 質 の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 の 方 位 を 可 変
に 設 定 す る 境 界 設 定 手 段 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、
前 記 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 の 方 位 を ユ ー ザ の 設 定 に よ り 設 定 す る 境 界 設 定 手 段 を
含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 構 成 に よ り 、 例 え ば 、 画 面 の 不 連 続 性 が 目 立 ち や す い 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界
を 、 診 断 し た い 関 心 領 域 の 外 に 設 定 す る 等 、 診 断 状 況 に あ わ せ て 、 関 心 領 域 の 画 像 の 劣 化
を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 複 数 の 振 動 素 子
か ら な る ア レ イ 振 動 子 と 、 通 常 走 査 モ ー ド と 交 互 走 査 モ ー ド と の 選 択 を 行 う 選 択 手 段 と 、
前 記 選 択 さ れ た 走 査 モ ー ド に 従 っ て 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 を 制 御 す る 手 段 で
あ っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各 ビ ー ム 方 位 で 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 、
各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す る 制 御 部 と 、 を 含 み 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 通 常 走 査
モ ー ド で は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 一 方 向 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 し な が ら 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を
実 行 さ せ 、 前 記 交 互 走 査 モ ー ド で は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分
割 し た 一 方 角 度 範 囲 及 び 他 方 角 度 範 囲 ご と に 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 し な が ら 、 前 記 一 方
角 度 範 囲 に お い て は 一 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ 、 前 記 他 方 角 度 範 囲 に お
い て は 他 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
好 ま し く は 、 前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 範 囲 に 応 じ て 、 通 常 走 査 モ ー ド と 交 互
走 査 モ ー ド と の 選 択 を 行 う こ と が よ い 。 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 選 択 手 段 は 、 ラ ジ ア ル 走
査 の 範 囲 が ３ ６ ０ 度 で あ る と き に 前 記 交 互 走 査 モ ー ド を 選 択 す る こ と が よ い 。 ま た 、 好 ま
し く は 、 前 記 選 択 手 段 は 、 ユ ー ザ の 選 択 に よ り 選 択 を 行 う こ と が よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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上 記 構 成 に よ り 、 画 像 の 切 れ 目 に よ る 画 像 の 劣 化 が 起 こ る 恐 れ の あ る と き 、 例 え ば 、 ラ ジ
ア ル 走 査 の 範 囲 が ３ ６ ０ 度 あ る と き 、 あ る い は そ の 後 静 止 画 像 で 観 察 す る 等 の と き に は 交
互 走 査 モ ー ド を 選 択 す る こ と で 、 画 像 の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 複 数 の 振 動 素 子
か ら な る ア レ イ 振 動 子 を 有 す る 体 腔 内 挿 入 型 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の ラ ジ ア
ル 走 査 を 制 御 す る 手 段 で あ っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各 ビ ー ム 方 位 で 超 音 波 ビ ー ム
を 形 成 す る こ と に よ り 、 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す る 制 御 部 と 、 を 含 み 、 前 記
制 御 部 は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分 割 し た 一 方 角 度 範 囲 及 び 他
方 角 度 範 囲 ご と に 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 し な が ら 、 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 複 数 の 振 動 素 子
か ら な る ア レ イ 振 動 子 を 有 す る 体 腔 内 挿 入 型 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の ラ ジ ア
ル 走 査 を 制 御 す る 手 段 で あ っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各 ビ ー ム 方 位 で 超 音 波 ビ ー ム
を 形 成 す る こ と に よ り 、 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す る 制 御 部 と 、 を 含 み 、 前 記
制 御 部 は 、 各 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 を 分 割 し た 一 方 角 度 範 囲 及 び 他
方 角 度 範 囲 に つ い て 、 前 記 一 方 角 度 範 囲 に お い て は 一 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実
行 さ せ 、 前 記 他 方 角 度 範 囲 に お い て は 他 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ き 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 超 音 波 診 断
装 置 ３ ０ ０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 に お い て 、 超 音 波 探 触 子 ３ ０ ２ は 、 超 音 波 の 送 信 及 び エ コ ー の 受 信 を 行 う プ ロ ー ブ で 、
例 え ば 円 筒 状 の ケ ー ス の 中 に 、 図 示 さ れ て い な い 円 筒 状 の ア レ イ 振 動 子 が 配 置 さ れ て な る
。 ア レ イ 振 動 子 は 、 複 数 の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、 １ ０ ０ 乃 至 ３ ０ ０ 個 の
振 動 素 子 が 、 そ れ ぞ れ の 超 音 波 の 送 受 信 面 を 外 周 側 と し て 円 筒 状 に 配 置 さ れ る 。 そ の 複 数
の ア レ イ 振 動 子 を 利 用 し て 放 射 状 の 超 音 波 ビ ー ム が 形 成 さ れ 、 そ の 超 音 波 ビ ー ム を ラ ジ ア
ル 走 査 す る こ と で 公 知 の ラ ジ ア ル 走 査 面 が 形 成 さ れ る 。 こ の 超 音 波 探 触 子 ３ ０ ２ は 、 例 え
ば 体 腔 内 等 の 細 い 管 状 の 臓 器 内 に 挿 入 し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 構 成 の 超 音 波 探 触 子 は 、 円 筒 状 の 側 面 側 か ら 超 音 波 を 送 受 波 す る 。 放 射 状 の 超 音 波 ビ
ー ム を 形 成 す る 他 の 方 法 と し て 、 円 筒 状 の 底 面 側 か ら 放 射 状 に 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る タ
イ プ 、 い わ ば 先 端 か ら 放 射 状 に 散 水 す る よ う な 型 の 超 音 波 探 触 子 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
探 触 子 コ ネ ク タ ３ ０ ４ は 、 超 音 波 探 触 子 ３ ０ ２ と 、 開 口 制 御 部 以 下 の 装 置 本 体 部 と を 接 続
す る コ ネ ク タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
開 口 制 御 部 ３ ０ ６ は 、 前 述 の ア レ イ 振 動 子 を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 と 、 送 信 部 ３ ０ ８ 、
受 信 部 ３ １ ０ と の 間 の 接 続 関 係 を 制 御 す る も の で あ る 。 例 え ば ス イ ッ チ マ ト リ ク ス で 構 成
す る こ と が で き る 。 開 口 制 御 部 ３ ０ ６ は 、 後 述 す る 制 御 部 ３ １ ８ の 制 御 の 下 で 、 円 形 に 配
置 さ れ た 複 数 の 振 動 素 子 の 中 で 、 ど の 範 囲 の 振 動 素 子 を 用 い て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う か 、
超 音 波 送 受 信 の 開 口 を 制 御 す る 機 能 を 有 す る 。 例 え ば 、 上 記 の 例 で 、 ３ ０ ０ 個 の 振 動 素 子
が 円 形 に 配 置 さ れ て な る ア レ イ 振 動 子 の 場 合 で 、 超 音 波 送 受 信 の 開 口 を １ ２ ０ 度 あ る い は
１ ０ ０ チ ャ ネ ル と す る と き は 、 ス イ ッ チ マ ト リ ク ス の 接 続 関 係 を 制 御 し て 、 １ ０ ０ 個 の 振
動 素 子 を 用 い て 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 し 、 順 次 ビ ー ム 方 位 を 切 り 替 え て 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を
実 行 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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送 信 部 ３ ０ ８ は 、 ア レ イ 振 動 子 を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 に 対 し て 送 信 信 号 を 供 給 す る も
の で 、 い わ ゆ る 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ と し て 機 能 す る 。 受 信 部 ３ １ ０ は 、 ア レ イ 振 動 子 を 構
成 す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら の 複 数 の 受 信 信 号 を 増 幅 後 、 整 相 加 算 処 理 を 実 行 す る こ と に よ
り 、 整 相 加 算 後 の 受 信 信 号 を 出 力 す る も の で 、 い わ ゆ る 受 信 ビ ー ム フ ォ ー マ と し て 機 能 す
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
信 号 処 理 部 ３ １ ２ は 、 受 信 部 ３ １ ０ か ら 出 力 さ れ る 受 信 信 号 に 対 し 、 検 波 処 理 や 対 数 圧 縮
処 理 等 の 信 号 処 理 を 行 う も の で あ る 。 画 像 処 理 部 ３ １ ４ は 、 信 号 処 理 後 の 信 号 に 基 づ き 、
断 層 画 像 等 を 形 成 す る も の で 、 い わ ゆ る デ ィ ジ タ ル ス キ ャ ン コ ン バ ー タ （ Ｄ Ｓ Ｃ ） に よ っ
て 構 成 す る こ と が で き る 。 表 示 部 ３ １ ６ は 、 形 成 さ れ た 画 像 を 表 示 す る も の で 、 デ ィ ス プ
レ イ に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
制 御 部 ３ １ ８ は 、 超 音 波 診 断 装 置 ３ ０ ０ の 各 構 成 要 素 を 全 体 と し て 制 御 す る も の で あ る 。
特 に 、 送 信 部 ３ ０ ８ 、 受 信 部 ３ １ ０ 及 び 開 口 制 御 部 ３ ０ ６ を コ ン ト ロ ー ル し て 超 音 波 ビ ー
ム 走 査 の 制 御 を 行 う 機 能 を 有 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 内 の 各 ビ ー ム
方 位 で 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 さ せ 、 各 フ レ ー ム の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 さ せ る 機 能 を 有 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ２ は 、 制 御 部 ３ １ ８ の 制 御 に よ り 行 わ れ る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 従
来 技 術 の 図 ４ と 比 較 し や す い よ う に 、 同 様 の 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ２ （ ａ ） は 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 ２ １ ０ 内 に あ る 生 体 組 織 の 運 動 を 模 式 的 に 示 す 図 で
、 ３ ６ ０ ° 一 周 の ラ ジ ア ル 走 査 の 間 に 、 最 初 の 位 置 ２ １ ２ ａ か ら 最 後 の 位 置 ２ １ ２ ｂ ま で
移 動 し た こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ２ （ ｂ ） は 、 超 音 波 ビ ー ム 走 査 の ビ ー ム 方 位 の 切 り 替 え の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 超 音 波
ビ ー ム は 、 円 形 で あ る ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 ２ １ ０ の 中 心 ２ １ ４ を 仮 想 的 な 中 心 と し て 放
射 状 に 走 査 さ れ る 。 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 は 、 そ の 中 心 ２ １ ４ を 原 点 と し て 例 え ば 一 周 を
１ ０ ０ ０ 等 分 し て ０ ． ３ ６ ° ご と に 各 ビ ー ム 方 位 が 指 定 さ れ る 。 図 ２ （ ｂ ） は 一 周 を １ ０
０ 分 割 し た 場 合 に つ い て 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
各 フ レ ー ム ご と の ラ ジ ア ル 走 査 面 を 形 成 す る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 は 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲
２ １ ０ を 分 割 し た 一 方 角 度 範 囲 ２ ２ ０ 及 び 他 方 角 度 範 囲 ２ ２ ２ ご と に 交 互 に ビ ー ム 方 位 を
指 定 し な が ら 、 一 方 角 度 範 囲 ２ ２ ０ に お い て は 一 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 し
、 他 方 角 度 範 囲 ２ ２ ２ に お い て は 他 方 回 転 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 し て 行 わ れ る 。
こ の よ う な 超 音 波 ビ ー ム 走 査 の 方 式 を 、 図 ４ に 説 明 し た 従 来 技 術 の 超 音 波 ビ ー ム 走 査 の 方
式 と 区 別 す る た め 、 交 互 走 査 方 式 と 呼 び 、 こ れ に 対 し 図 ４ に 説 明 し た 従 来 技 術 を 一 方 向 走
査 方 式 と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
交 互 走 査 方 式 に よ る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 、 図 ２ （ ｂ ） を 用 い て よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 ま
ず 、 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 １ に お い て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 っ た 後 、 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 １ の
左 隣 に 次 の ビ ー ム 方 位 ２ が 指 定 さ れ る 。 ビ ー ム 方 位 ２ に お け る 超 音 波 の 送 受 信 が 行 わ れ た
後 は 、 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 １ の 右 隣 に そ の 次 の ビ ー ム 方 位 ３ が 指 定 さ れ る 。 そ の 次 は 、 さ
き ほ ど の ビ ー ム 方 位 ２ の 左 隣 に ビ ー ム 方 位 ４ が 指 定 さ れ る 。 こ れ を 繰 り 返 し て ビ ー ム 方 位
を 指 定 し て い き 、 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 １ か ら １ ８ ０ ° 反 対 側 の 方 位 を 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位
１ ０ ０ に 指 定 し 、 そ の 方 位 で 超 音 波 の 送 受 信 を 行 っ て １ フ レ ー ム 分 の 超 音 波 ビ ー ム 走 査 が
終 わ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
す な わ ち 、 交 互 走 査 方 式 に よ る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 に お い て は 、 ビ ー ム 方 位 の 指 定 の 順 番 を
、 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 に つ い て １ 番 目 、 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 に つ い て １ ０ ０ 番 目 と し て 超
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音 波 ビ ー ム 走 査 の 順 に 各 ビ ー ム 方 位 に 付 し た と き 、 奇 数 番 目 の 各 ビ ー ム 方 位 は 、 右 半 分 の
一 方 角 度 範 囲 ２ ２ ０ の 中 で 時 計 回 り に 順 次 超 音 波 ビ ー ム 走 査 が 行 わ れ 、 偶 数 番 目 の 各 ビ ー
ム 方 位 は 、 左 半 分 の 他 方 角 度 範 囲 ２ ２ ２ の 中 で 反 時 計 回 り に 順 次 超 音 波 ビ ー ム 走 査 が 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 右 半 分 の 一 方 角 度 範 囲 ２ ２ ０ と 左 半 分 の 他 方 角 度 範 囲 ２ ２ ２ と の 境 界 は 、 走 査 開 始
ビ ー ム 方 位 １ と そ の 次 の ビ ー ム 方 位 ２ と の 間 の 境 界 ２ １ ６ と 、 走 査 終 了 ビ ー ム 方 位 １ ０ ０
と そ の 前 の ビ ー ム 方 位 ９ ９ と の 間 の 境 界 ２ ２ ４ で あ る 。 そ こ で 、 前 者 の 境 界 を 走 査 開 始 境
界 、 後 者 を 走 査 終 了 境 界 と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ２ （ ｃ ） は 、 交 互 走 査 方 式 に よ り 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 実 行 し た と き の 、 生 体 組 織 か ら の
エ コ ー 信 号 を 処 理 し て 得 ら れ る 画 像 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 図 に 示 す 例 で は 、 ビ ー ム 方
位 で ８ － ９ 個 分 の 超 音 波 ビ ー ム 走 査 で 生 体 組 織 の 全 範 囲 を カ バ ー で き る 。 し た が っ て 、 交
互 走 査 方 式 に よ る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 で は 、 生 体 組 織 を カ バ ー す る の に 必 要 な ビ ー ム 方 位 分
の 走 査 時 間 で 生 体 組 織 全 体 か ら の エ コ ー 信 号 を 得 る こ と が で き 、 こ れ に 基 づ い て 画 像 ２ ２
６ を 得 る こ と が で き る 。 １ フ レ ー ム の 走 査 時 間 を 例 え ば ０ ． １ 秒 と す る と 、 画 像 ２ ２ ６ を
得 る の に 要 す る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 の 時 間 は ０ ． １ 秒 の ご く 一 部 、 例 え ば 生 体 組 織 を カ バ ー
す る の に ビ ー ム 方 位 で ８ － ９ 個 分 の 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 要 す る 場 合 で は 、 ０ ． １ 秒 の 約 （
８ － ９ ） ／ １ ０ ０ に 過 ぎ な い 。 し た が っ て 、 交 互 走 査 方 式 に よ る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 で は 、
生 体 組 織 の 運 動 に よ る 影 響 が 画 像 に ほ と ん ど 現 れ ず 、 画 像 の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
交 互 走 査 方 式 に よ る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 に お い て 、 交 互 に ビ ー ム 方 位 を 指 定 す る 場 合 に 、 一
方 角 度 範 囲 と 他 方 角 度 範 囲 ご と に ｎ 個 ず つ ビ ー ム 方 位 を 指 定 し て も よ い 。 例 え ば ｎ ＝ ２ の
と き は 、 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 １ 、 ビ ー ム 方 位 ２ と 続 け て 一 方 角 度 範 囲 ２ ２ ０ に お い て 指 定
し 、 ビ ー ム 方 位 ３ 、 ビ ー ム 方 位 ４ と 続 け て 他 方 角 度 範 囲 ２ ２ ２ に お い て 指 定 し 、 再 び ビ ー
ム 方 位 ５ 、 ビ ー ム 方 位 ６ と 続 け て 一 方 角 度 範 囲 ２ ２ ０ に お い て 指 定 し 、 こ れ を 繰 り 返 す 。
ｎ を 小 さ く す る ほ ど 、 隣 接 す る ビ ー ム 方 位 間 の 時 相 の 差 を よ り 小 さ く す る こ と が で き 、 生
体 組 織 の 運 動 に よ る 画 像 の 不 連 続 性 を 少 な く し 、 画 質 の 劣 化 を 防 止 で き る 。 な お 、 上 述 の
図 ２ で は 、 ｎ ＝ １ で あ り 、 隣 接 す る ビ ー ム 方 位 間 の 時 相 の 差 が 交 互 走 査 方 式 に お い て 最 も
小 さ い 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 の 方 位 を 可 変 に 設 定 す る 境 界 設 定 手 段 を 設 け る こ と
も で き る 。 ま た 、 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 の 方 位 を ユ ー ザ の 設 定 に よ り 設 定 す る 境
界 設 定 手 段 を 設 け る こ と も で き る 。 例 え ば 、 画 面 の 不 連 続 性 が 目 立 ち や す い 走 査 開 始 境 界
及 び 走 査 終 了 境 界 を 、 診 断 し た い 関 心 領 域 の 外 に 設 定 す る 等 、 診 断 状 況 に あ わ せ て 、 関 心
領 域 の 画 像 の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 説 明 し て い る が 、
上 記 の よ う に 、 画 面 の 不 連 続 性 が 目 立 ち や す い 走 査 開 始 境 界 及 び 走 査 終 了 境 界 を 、 診 断 し
た い 関 心 領 域 の 外 に 、 例 え ば 可 変 に 、 あ る い は ユ ー ザ の 設 定 に よ り 設 定 す る 手 段 を 設 け る
こ と は 、 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 の 場 合 で も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 交 互 走 査 方 式 で 超 音 波 ビ ー ム 走 査 を 行 う 交 互 走 査 モ ー ド と 、 一 方 向 走 査 方 式 で 超 音
波 ビ ー ム 走 査 を 行 う 通 常 走 査 モ ー ド と の 選 択 を 行 う 選 択 手 段 を 設 け て も よ い 。 走 査 モ ー ド
の 選 択 は 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 範 囲 に 応 じ て い ず れ を 選 択 す る か を 自 動 的 に 定 め て も 、 あ る い
は ユ ー ザ の 選 択 で 定 め て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ３ は 、 ラ ジ ア ル 走 査 の 範 囲 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 （ ａ ） は 、 ３ ６ ０ ° 全 周 走 査 で 、 一 般
的 な ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 ２ １ ０ が 円 形 の ラ ジ ア ル 走 査 面 で 示 さ れ る 。 生 体 組 織 の 断 層 像
は 、 ２ 種 類 の 像 ２ ３ ０ ， ２ ３ ２ を 例 と し て 示 し た 。 （ ｂ ） は 、 １ ８ ０ ° 半 周 走 査 の と き の
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走 査 面 ２ ３ ４ 、 （ ｃ ） は 部 分 角 度 走 査 の と き の 走 査 面 ２ ３ ６ で あ る 。 ま た 、 （ ｄ ） は 、 ラ
ジ ア ル 走 査 面 の 一 部 を 切 り 出 し た ズ ー ム 画 像 ２ ３ ８ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ れ ら の ラ ジ ア ル 走 査 の 範 囲 に つ い て 、 通 常 走 査 モ ー ド を 選 択 し た と き に 、 画 像 の 切 れ 目
に よ る 画 像 の 劣 化 が 起 こ る の は 、 （ ａ ） の 全 周 走 査 で あ る 。 し た が っ て 、 ラ ジ ア ル 走 査 が
３ ６ ０ ° で あ る と き は 交 互 走 査 モ ー ド を 選 択 す る の が 好 ま し い 。 特 に 、 静 止 画 像 に す る と
き に は 、 交 互 走 査 モ ー ド を 選 択 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 に お け る 画 像 の 劣 化 を 防 止 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 交 互 走 査 方 式 に よ る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 の 様 子 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ラ ジ ア ル 走 査 の 範 囲 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 技 術 の 電 子 式 ラ ジ ア ル 走 査 に お け る 超 音 波 ビ ー ム 走 査 の 様 子 を 示 す 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 走 査 開 始 ビ ー ム 方 位 、 ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ 　 ビ ー ム 方 位 、 １ ０ ０ 　 走 査
終 了 ビ ー ム 方 位 、 ２ １ ０ 　 ラ ジ ア ル 走 査 の 全 範 囲 、 ２ １ ６ ， ２ ２ ４ 　 境 界 、 ２ ２ ０ 　 一 方
角 度 範 囲 、 ２ ２ ２ 　 他 方 角 度 範 囲 、 ３ ０ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 、 ３ ０ ２ 　 超 音 波 探 触 子 、 ３
０ ６ 　 開 口 制 御 部 、 ３ ０ ８ 　 送 信 部 、 ３ １ ０ 　 受 信 部 、 ３ １ ２ 　 信 号 処 理 部 、 ３ １ ４ 　 画
像 処 理 部 、 ３ １ ６ 　 表 示 部 、 ３ １ ８ 　 制 御 部 。
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